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和らぎ始めた世界的な金融不安への警戒感

ポイント①相次ぐ迅速な対応で金融不安和らぐ

米金融機関の破綻を受けた米預金者保護策や米
金融機関への資金供給支援策に加え、欧州大手
金融機関の救済、米ドルの資金繰り支援策など、
世界の金融当局の迅速な対応もあり、金融システ
ムへの投資家の警戒感が和らぎ始めました。イエレ
ン米財務長官は21⽇、「中小銀行が預金流出に
陥れば、当局による預金保護が正当化されうる」と
述べ、今後も中小銀行が経営難に陥った場合は思
い切った措置を繰り返し講じる姿勢を⽰しました。ま
た欧州中央銀行や英国の金融当局が、市場の不
安を和らげる対策を⽰したことも明るい材料です。

世界の金融当局によるこうした一連の迅速な対応
が、投資家の不安解消につながっています。実際、
足元の米主要株価指数や米欧の銀行株指数の
動きがそれを物語っています（右上図）。

ポイント②金融機関の米ドル調達ストレスも緩和

世界的に金融システム不安が高まっていたこともあり、
「FRA-OISスプレッド」が上昇するなど、銀行間にお
ける信用リスクが意識され、金融機関の米ドルの調
達にストレスがかかっている状況が続いていました
（右下図）。ただ、主要中銀が協調して米ドルの
供給支援策を打ち出したことで、同スプレッドは17
⽇の47bpから21⽇には35bpに縮小するなど、金
融機関を巡る信用不安は後退しつつあります。

金融不安に端を発した世界株の調整圧力が和らぐ
なか（同図）、米国時間22⽇にはFOMC（米連
邦公開市場委員会）の結果が発表されます。今
回のFOMCでは利上げが行なわれる可能性が高い
とみられますが、FOMCメンバーがどのような金利⾒
通しを⽰すかに注⽬が集まります。

FRA-OISスプレッドと世界株

期間：2018年1月5⽇～2023年3月21⽇、週次
FRA-OISスプレッドは米ドルの3ヵ月物の金利先渡し契約（FRA）と翌⽇物金利スワップ（OIS）
の差（スプレッド）で金融市場のストレスを⽰す指標
・世界株はMSCI All Country World Index（米ドルベース）
・bpはベーシスポイント、1bp＝0.01%
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

米主要株価指数と米欧銀行株指数

期間：2023年1月3⽇～2023年3月21⽇、⽇次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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